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研究成果の概要（和文）： 本研究では，上級と中級レベルの日本語学習者を対象に，読解にお

けるモニタリングの働きを促すため，「他者への説明」を取り入れた読解学習を実践した。文章

内容に関する質問作成活動、及び、他の学習者と話し合いながら文章内容を資料としてまとめ、

それを発表する「説明活動」を行った。実践の結果，学習者間の説明活動のみでは学習者によ

って理解度の向上の度合いが異なったが，説明活動に文章構造を意識化するフィードバックを

組み合わせることで，より多くの学習者において文章理解度が向上することが示された。 

 

 

研究成果の概要（英文）： As an activity to enhance the reading comprehension for Japanese 

learners, the effects of explanation through making and presenting a resume in a poster 

with partner(s) were investigated. The results from the explanation activity showed an 

improvement on reading comprehension, but the effect was different among the learners. 

Furthermore, the explanation activity with feedbacks about the text structure and its 

re-making showed more improvement in comprehension. For enhancing reading comprehension, 

it is necessary to have an explanation activity combining with explicit feedback. 
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１．研究開始当初の背景 

（1）近年，日本語教育の分野では教授学習

研究の重要性が論じられるようになってき

ている。中でも，読解に関わる研究者や教育

現場を中心に，学習者どうしが互いに働きか

けあいながら協力して学ぶ協働学習という

学習方法が注目され，関心が高まっている

（舘岡，2005）。 

 読解力向上を目的とした教育実践研究と

して有名なのが，第一言語の読解不振児を対

象とした Palincsar & Brown（1984）の「相

互教授法（reciprocal teaching）」である。

「相互教授法」では，読解方略の獲得を目的

として，教師役の学生を中心に，4 つの方略

（「要約」「質問作成」「明確化」「予測」）を

グループの中で用いながら読みを進める。こ

れら相互教授の手法を参考にし，大学で学ぶ

留学生に適した学習活動と考えたのが，本研

究課題の「他者への説明」を取り入れた読解

学習である。 

 

（2）しかし，これまでの教授学習研究では，

力点が教授効果の検証に置かれ，授業での学

習プロセスが具体的に考慮されることが少

なかったこともあり，教育現場での実際の使

用にはつながりにくいのが現状である。教育

現場に適用可能な教授方略を見出すために

は，特定の教材・スキルの特殊性を考慮した

うえで，教授学習プロセスの解明と教授方略

の開発が進められるべきである（高垣他，

2006）。 

 

（3）本研究課題は，協働的学習を取り入れ

た日本語読解学習プログラムを提案してゆ

くことを目的とする教授学習研究である。具

体的な教授学習法として「他者への説明」を

読解活動に取り入れた実践授業を実施し，

「学習活動が自己モニタリングに与える影

響」（認知的側面の解明）と，「特定の教材・

スキルを対象とした教授方略の開発」（教育

的意義の達成）の両面から研究を進めること

とした。 

 

 

 

２．研究の目的 

 本研究は，日本語学習者を対象とした読解

において，自らの理解をモニタリングする働

きを促すことで文章理解を促進する読解学

習方法を検討することを目的としている。理

解のモニタリングとは目的に応じて自分の

理解の状態を評価し，それに基づいて読みを

コントロールすることであり，文章理解をは

じめとする読解における目的の遂行に関与

する。 

 本研究では，モニタリングを促すための活

動として，文章の内容を他者にたずねる，も

しくは他者に説明する活動を提案し，これを

取り入れた読解指導法を検討する。具体的に

は，以下の 3点を明らかにすることを目的と

する。 

（1）「文章を説明する活動」が文章理解に及

ぼす影響を検討する。 

（2）学習者の認知的特徴の一つとして理解



度の自己評価を取り上げ，読解活動との関係

について考察する（認知的側面の検討）。 

（3）読解授業において，教師による文章理

解支援方法を検討する（教育的意義の達成）。 

 

 

 

３．研究の方法 

 文章を説明する活動として，「文章内容に

関する質問作成活動」及び「他者に説明する

活動」を実施し，文章理解への影響と実践方

法について検討した。 

 

（1）学習者が文章内容に関する質問と答え

を作る活動を用いた実践授業 

 質問作成活動は，日本語学習者の文章理解

への効果が既に認められており，また個人内

での文章理解のみならず他者への働きかけ

を念頭に置いた理解が求められる課題であ

る。 

 授業実践では，教示が質問の質を左右する

と予測されることから，教示を工夫した。ま

た，学習者が作成した質問についてフィード

バックを行う機会も設けた。参加者は日本語

上級学習者で，説明文を材料とした。 

 学習者が作成した質問と，質問へのフィー

ドバック過程を分析対象とした。 

 

（2）文章の内容を他者に説明する活動を核

とした実践授業 

 日本語の読解を学び始める時期である，中

級前半の学習者を対象とした読解活動とし

て，説明活動に説明資料作成を組み合わせる

こととした。具体的には，読んだ文章の内容

を紹介する説明資料（小ポスター）を複数の

学習者が協働で作成する活動を読解授業に

おいて実践した。本活動では，グループでの

説明資料の作成過程及びクラスでの発表の 2

段階で，読んだ内容を他の学習者に説明する

必要がある。参加者は日本語中級学習者で説

明文を材料とした。 

 文章理解への影響については，①説明活動

前後の文章理解度の自己評価，②活動前後の

文章理解度テスト（正誤判断問題），③説明

プロセスの分析，④学習者が作成した説明資

料，により検討した。これらにより，「学習

活動がモニタリングに与える影響」（認知的

側面の解明）と，「特定の教材・スキルを対

象とした教授方略の開発」（教育的意義の達

成）の両面から考察する。 

 

 

 

４．研究成果 

（1）学習者が文章内容に関する質問を作る

活動については，実践授業において，次の 3

つの教示を試みた。①質問に加えて答えも作

成すること，② 質の異なる質問を作成させ

ること（理解を問うもの，問題意識を問うも

の），③明確な目的を与えること（文章の要

点理解や文章構造の理解を促すことを目的

とする場合，重要な部分を選ぶよう指示）。

また，学習者が作成した質問についてフィー

ドバックを行う機会も設けた。 

 学習者が作成した質問を分析した結果，質

問作成は文章構造の把握や問題意識の明確

化につながる活動であることが確認できた。      

 

（2）フィードバックの有無が異なる 2 つの

説明活動を実施し，文章理解度の変化や作成

した説明資料の内容を比較した。 

 実践 1（説明活動のみ）： 

 読解後に学習者ペアで読んだ文章のトピ

ックを説明する説明資料（小ポスター）を作

成し，クラスで発表する。 

 実践 2（説明活動＋フィードバック＋再度



説明活動）： 

 読解後に学習者ペアで説明資料を作成し

て発表した後，内容のまとめ方（文章構造）

に関するフィードバックをクラスで行い，再

度説明資料を作成する 

 

① 実践 1の結果：説明活動が文章理解に及

ぼす影響を検討したところ，理解への効果は

学習者によって異なり，理解度が向上する学

習者がいる一方，理解度が下がる学習者もい

た。これは，説明活動によって誤った理解が

修正されたり深まったりする学習者がいる

一方，他者の説明を聞くことによって，誤っ

た理解をしたり，混乱したりした学生がいた

と考えられる。 

 理解度の自己評価と文章理解との関係を

検討したところ，読解直後に自らの文章理解

度を比較的低く評価していた学習者は，説明

活動の後，理解度テストの成績が向上する傾

向がみられた。一方，読解直後に文章を完全

に理解していると評価した学習者は，その後

の説明活動を経ても，理解度テスト成績の向

上は見られず，誤った理解が修正されない傾

向がみられた。 

 

② 実践 2 の結果：実践 2 では，発表後に，

よりよい説明について話し合い，その中で文

章内容の構造を意識化するフィードバック

を行い，その後学習者間で説明資料の再構成

を行った。この結果，より多くの学習者で文

章理解の向上が示唆された。 

 理解度の自己評価と文章理解との関係を

検討したところ，実践１と同様，文章を完全

に理解していると評価していた学習者には

活動の効果が見られなかった。 

 

（3）以上により，適切な読みの視点を与え

ることと，再度の活動を行うことによって，

より多くの学習者の理解が促進される可能

性が示された。 

 他者に説明することによる理解度への効

果は，文章の要点理解や既有知識との関係付

けなどの文章理解の精緻化にあると予想し

ている。このような読みは，専門科目の学習

や文献購読と発表において必要となる読解

技能でもある。 

 今後の課題は，自らの理解度を実態よりも

高く評価する学習者では活動の効果が見ら

れにくく，このような学習者に対してどのよ

うにすれば理解の修正を促すことができる

かを検討することである。 
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